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歯や歯科材料の表面改質、特にコンポジットレジンのフィラー表面処理や接着
について研究を進めています。口腔内は温度変化や湿潤状態で過酷な環境下
となるため、特殊環境下においても耐久性あるコンポジットレジンが求められます。

キーワード シランカップリング剤 無機有機ハイブリドマー

歯科用コンポジットレジン、特にシランカップリング層の耐水性向上を目指した基礎的研究に取り組み、現
在までに37℃水中下で5年間、あるいは４℃と60℃のサーマルストレスを30,000回繰り返した後でも、機
械的強度の劣化が認められないシランカップリング剤の開発に成功しています（下グラフの赤色のカラム）。

社会実装の可能性 アピールポイント

本研究に関する知的財産

・環境ストレス下で機械的強度劣化のないカップリング剤
・耐候性に優れたシランカップリング剤
・接着性、耐水性、耐塩水性に優れたシランカップリング剤
・無機材料の表面特性の改質剤
・複合材料の機械的強度改質剤

歯科分野だけでなく、他の分野の（複
合）材料の改質改善に向けた研究も
鋭意進めています。
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